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【コラム】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北アルプスの群発地震の震源は各所に分布し

ています（9 ページ下図面参照）。これは、地下

で流体であるマグマが関係していることを示唆

していると考えられています。また、「震源の深

さが浅い直下型地震が多い」ことにも、地下の熱

いマグマが関わっているようです。 

 

一般的に巨大地震は、ひずみが溜まり、それが

限界に達したときに、煎餅がふたつに割れるよう

な破壊（脆性破壊）が起きるというしくみで発生

します。 

北アルプスは、これと異なり、近い位置にある

マグマの熱さにより岩盤がやわらかくなり、それ

が地表から近い位置にあるため、地震の元となる

ひずみも溜まりにくくなっています。  

このため、発生する群発地震の震源は浅く、規

模は小さくなります。北アルプス一帯で近年発生

した地震でも最大 M5.5 であり、これ以上の規模

の地震の発生は考えにくいとされています。 

 

 

 

 

◆硫黄岳・鷲羽岳・水晶岳  （▲⑨） 

硫黄岳・鷲羽岳・水晶岳の一帯は、比較的新しい

火山帯です。 

硫黄沢では、マグマの噴出自体は確認されていま

せんが、いまでも噴気が出ています。また、水晶小

屋の脇には、鷲羽岳や雲の平から噴出したマグマの

通り道（「火道」）が残っています。 

このようにマグマが通る場所は、熱水なども一体

で通過するため、変質して赤くなっていると考えら

れています。 

北アルプスの群発地震 

北アルプスの群発地震には、その地下にある熱

いマグマが関係しているという説があります。 

マグマ由来の高温の温泉やガスなどが岩盤に

浸透すると、摩擦係数が下がります。これにより

ひずみがかかっている岩盤が滑り動き、地震が起

きるというしくみです。 

 

 

図 1.18 群発地震発生のイメージ図 

写真 1.11 熱水変質を受けた岩（水晶小屋にて撮影） 

硫黄尾根一帯は熱水変質の影響で赤茶けており、植生が
ほとんど定着していない（大天井岳より撮影） 

硫黄尾根 

樅沢岳 

写真 1.10 硫黄尾根の状況 



 

 
 

 



 
 

 
 

 

 




